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諮
問
（
２
件
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

田
邊　

裕
子
さ
ん

　
　
　

甲
田
町
上
甲
立

　

津
賀
山
一
幸
さ
ん

　
　
　

�

吉
田
町
吉
田

同
意
（
２
件
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

泉　
　

憲
始
さ
ん

　
　
　

高
宮
町
来
女
木

○
副
市
長
の
選
任

　

芦
田　

宏
治
さ
ん

�

吉
田
町
吉
田

■
賛
成

　

石
飛
、
先
川
、
宍
戸
、

　

金
行

■
反
対

　

玉
重
、
玉
井
、
久
保
、

　

下
岡
、
前
重
、
児
玉
、

　

大
下
、
水
戸
、
熊
高
、

　

山
本
、
秋
田
、
藤
井
、

　

青
原

承　

認

同　

意

不 

同　

意
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不
同
意

不
同
意

６月定例会

６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
を
６
月

13
日
～
27
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
務
企
画
常
任
委
員

会
へ
１
議
案
、
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
へ
１
議

案
を
付
託
し
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

（
各
常
任
委
員
会
審
査

は
６
～
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）�

　

本
定
例
会
に
お
い

て
、
承
認
２
件
・
議
案

６
件
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
14

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
９
～
16
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

副 市長 空 席

賛 成　　4 人
反 対　13 人

副
市
長
人
事
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６月定例会

■
発
議
（
５
件
）

○
憲
法
解
釈
の
変
更
に

よ
る
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

■
質
疑

熊
高　

提
案
理
由
の
再

度
十
分
な
説
明
を
。

石
飛　

日
本
の
国
際
社

会
に
お
け
る
平
和
の
希

求
の
役
割
を
変
え
て
は

な
ら
な
い
。

玉
重　

同
盟
国
と
の
関

係
は
。

石
飛　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
平
和

維
持
活
動
）
で
対
応
。

■
討
論

■
反
対

　

な
し

■
賛
成

熊
高　

大
切
な
問
題

だ
。
継
続
的
に
国
の
動

向
を
見
守
り
た
い
。

■
採
決

■
賛
成

玉
井
、
久
保
、
下
岡
、

石
飛
、
先
川
、
熊
高
、

宍
戸
、
山
本
、
秋
田
、

金
行

■
反
対

玉
重
、
前
重
、
児
玉
、

大
下
、
水
戸
、
藤
井
、

青
原賛

成
多
数

○
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

■
質
疑

玉
重　

最
終
的
に
国
民

の
負
担
が
増
す
が
。

宍
戸　

国
民
負
担
を
伴

う
過
剰
な
財
源
で
は
な

く
、
安
定
的
な
財
源
を

望
む
も
の
。

■
採
決

■
賛
成

玉
井
、
久
保
、
下
岡
、

前
重
、
石
飛
、
児
玉
、

先
川
、
熊
高
、
大
下
、

水
戸
、
宍
戸
、
山
本
、

秋
田
、
藤
井
、
青
原
、

金
行

■
反
対

玉
重賛

成
多
数

○
安
芸
高
田
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
員
賛
成

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

全
員
賛
成

○
教
育
予
算
を
増
額

し
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

全
員
賛
成

安芸高田市議会
意見書提出

集団的自衛権の行使容認を行わないこと
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承
認
第
１
号

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

【
要
点
】
軽
自
動
車
税

の
引
上
げ
と
地
方
法
人

税
の
創
設
に
伴
う
法
人

市
民
税
の
所
得
割
額
の

税
率
の
引
下
げ
。

■
質
疑

金
行
・
熊
高
・
石
飛　

軽
自
動
車
税
の
引
上
げ

は
。
市
民
へ
の
影
響
も

あ
る
の
で
資
料
提
供
が

必
要
で
は
。

小
笠
原
市
民
部
長　

市

民
へ
の
影
響
は
大
。
資

料
提
供
の
も
と
十
分
周

知
す
る
。

承　

認

議
案
第
51
号

火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

【
要
点
】
主
催
者
に
対

し
、
多
数
の
者
の
集
合

の
催
し
で
は
、
消
火
器

の
設
置
を
義
務
づ
け
。

大
規
模
な
催
し
は
、
防

火
担
当
者
の
専
任
、
火

災
予
防
上
必
要
な
業
務

の
計
画
作
成
等
を
義
務

付
け
る
。

■
質
疑

熊
高　

本
市
で
該
当
す

る
催
し
は
。

久
保
消
防
長　

多
数
の

者
の
集
合
の
催
し
と

は
、
面
識
の
な
い
方
な

ど
外
部
か
ら
多
数
来
ら

れ
る
夏
祭
り
な
ど
で
あ

る
。
大
規
模
な
催
し

は
、
本
市
で
は
該
当
が

な
い
。

全
員
賛
成

6 月定例会

（
付
議
さ
れ
た
案
件
）

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て
２
件

○
承
認
第
１
号　

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

�

【
自
動
車
税
の
改
訂
等
】

○
承
認
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

�

【
介
護
納
付
金
課
税
限
度
額
等
の
引
上
げ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

低
所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
】

条
例
関
係
（
３
件
）

（
新
た
な
条
例
制
定
又
は
廃
止
・
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
）

○
議
案
第
49
号　

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

�

【
総
務
企
画
へ
付
託
】

○
議
案
第
50
号　

固
定
資
産
評
価
員
の
設
置
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

�

【
文
教
厚
生
へ
付
託
】

○
議
案
第
51
号　

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　

�

【
祭
り
等
の
防
火
管
理
】

事
業
・
予
算
関
係
（
３
件
）

○
議
案
第
52
号�

26
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
議
案
第
53
号�

26
年
度　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
議
案
第
54
号�

26
年
度　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

条例の一部改正
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議
案
第
54
号

26
年
度 

介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算 (

第

１
号) 

【
要
点
】
包
括
支
援
事

業
に
お
い
て
、
人
事
異

動
に
よ
る
人
件
費
の
増

額
。

■
質
疑

熊
高　

人
事
異
動
の
目

的
と
状
況
は
。

沖
野
総
務
部
長　

当
初

退
職
者
一
名
減
で
予
算

組
み
。
退
職
者
の
代
わ

り
に
一
名
の
配
置
の
た

め
増
額
。

熊
高　

職
務
の
内
容
は

変
わ
ら
な
い
の
か
。

中
元
福
祉
保
健
部
長

変
わ
ら
な
い
。

全
員
賛
成

補正予算審査

補正予算額9514万円増
（一般会計総額　201億1514万円）

がんばる地域交付金
（地域活性化・効果実感臨時交付金）

事業費6221万円
・通学路対策工事　　　         1180万円
・市道舗装工事　　　　　　　2000万円
・イルカクラブ屋根改修工事　1050万円
・中央保健センター下水道接続工事　1991万円（             ）

補
正
予
算

可 

決

市道舗装工事（主な予定地）

舗装される市道ゆずりは線（八千代町） 拡張される高地長屋線（甲田町）

通学路対策工事
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■ 

質　

疑

石
飛　

捕
獲
活
動
と
被

害
特
定
活
動
で
は
、
活

動
内
容
の
危
険
度
が
違

う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

猪
掛
地
域
営
農
課
長

捕
獲
活
動
は
日
額
と

し
、
被
害
特
定
活
動
は

現
地
に
出
向
し
、
被
害

防
止
の
助
言
や
捕
獲
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
作

業
の
た
め
、
時
間
当
た

り
の
額
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容

等
の
危
険
度
等
を
鑑
み

て
定
め
て
い
る
。

総務企画

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
１
件
を
、

６
月
23
日
に
委
員
会
を

開
き
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。（

主
な
審
査
）

○
特
別
職
の
職
員
で
非

　

常
勤
の
も
の
の
報
酬

　

及
び
費
用
弁
償
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

 

委　
員　
長　

山
本　

優

 

副
委
員
長　

石
飛
慶
久

 

委　
　

員　

玉
重
輝
吉

 

　
　
　
　

水
戸
眞
悟

 

熊
高
昌
三

 

塚
本　

近

実施隊委嘱状交付式

鳥 獣 被 害 対 策 実 施 隊 を 設 置

「行政嘱託員」・「行政嘱託補助員」報酬

新設

新設

改定

【　概　要　】
　地域包括ケアシステム（介護・医療・予防・
住まい・生活支援等のサービスが切れ目なく提
供できる体制）の構築に向け、体制の整備計画
の策定等を協議する。

　業務内容
これまでの捕獲班体制に加え新たに設置。
○捕獲活動
　平日のみを活動日として緊急対応が必要な捕獲依
頼にこたえる。
○被害特定活動
　鳥獣の知識の高い専門家により、被害対策のアド
バイス等を行う。

①平成27年1月1日～　報酬3,000円→2,700円へ
②平成27年4月1日～　報酬2,700円→2,000円へ減額
　お太助フォン利活用により、配布物の数量および回数を減らす（月2回から月1回へ）こ
とに伴い、報酬額を改める。

○鳥獣被害対策実施隊員報酬

その１　捕獲活動

→日額8,000円を超えない範囲内で市
長が別に定める額
その２　被害特定活動

→時間当たり1,200円

地域包括ケア推進協議会を設置
〇委員報酬→　日額 7,000 円
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文教厚生

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
１
件
を
、

６
月
20
日
に
委
員
会
を

開
き
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。（主

な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
固
定
資

　

産
評
価
員
の
設
置
に

　

関
す
る
条
例

（
所
管
事
務
調
査
）

○
国
民
健
康
保
険
の
現

　

状
に
つ
い
て

○
学
力
向
上
対
策
に
つ

　

い
て

 

委　
員　
長　

児
玉
史
則

 

副
委
員
長　

前
重
昌
敬

 

委　
　

員　

玉
井
直
子

 

下
岡
多
美
枝

 

青
原
敏
治

 

金
行
哲
昭

固
定
資
産
評
価
員
の

設
置
に
関
す
る
条
例

概　
　

要

　

こ
れ
ま
で
議
会
の
同

意
を
も
っ
て
固
定
資
産

評
価
員
を
選
任
し
て
い

た
が
、
実
務
内
容
か
ら

税
務
課
長
が
最
も
適
し

て
い
る
た
め
、
新
た
に

条
例
で
定
め
る
も
の
。

■�

質　

疑

金
行　

固
定
資
産
評
価

員
の
資
格
は
。
新
た
に

講
習
や
研
修
の
受
講
が

必
要
か
。

中
山
税
務
課
長　

固
定

資
産
の
評
価
に
携
わ
る

職
員
は
す
で
に
必
要
な

講
習
等
を
受
講
し
て
い

る
た
め
、
新
た
に
受
講

す
る
必
要
は
な
い
。

国民健康保険 今年度、税率アップなし

「ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情書」
〔陳情者〕全国B型肝炎訴訟原告団・弁護団
〔要　旨〕次の件につき国に対し意見書の提出を求めるもの。
・ウィルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。
・身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の
実態に応じた認定制度にすること。

「教育予算を増額し義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書提出に関する陳情」
〔陳情者〕広島県教職員組合安芸高田支区
〔要　旨〕次の件につき国に対し意見書の提出を求めるもの。
・教育の自治体間格差を生じさせないために、義務教育費国庫負担制度について国庫負
担率を２分の１に復元することを含め、制度を堅持すること。
・学校施設整備費、就学援助・奨学金、学校・通学路の安全対策など、教育予算の充実
のための地方交付税を含む国の予算を拡充すること。

〔審査の経過〕上記の２件の陳情は委員会で採択し、諸手続きを経て関係機関（国）へ
意見書を提出することとしました。

陳情

　「要支援者を介護予防給付から外すことに反対する陳情書」については、介護
保険法の改正がなされる方向にあるため、制度改正の状況をみながら今後検討す
ることで、委員会としては不採択とした。
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産業建設

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
は
な
く
、

６
月
24
日
に
委
員
会
を

開
き
所
管
の
事
務
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

（
所
管
事
務
調
査
）

○
安
芸
高
田
市
の
農
業

　

の
課
題
と
担
い
手
の

　

農
業
経
営
の
現
状
に

　

つ
い
て

○
道
の
駅
の
進
捗
状
況

　

と
今
後
の
計
画
に
つ

　

い
て

 

委　
員　
長　

大
下
正
幸

 

副
委
員
長　

宍
戸
邦
夫

 

委　
　

員　

久
保
慶
子

 

先
川
和
幸

 

秋
田
雅
朝

 

藤
井
昌
之

　６月24日、市内の現状を知るために委員会で、ひ
ろほく農考会（会員44名）の一員で、クリーンカル
チャーグループの代表でもある葊政公一さんの水耕
ネギハウス（吉田町）を訪ねました。
　葊政さんは平成15年に会社員を辞め、クリーンカ
ルチャー甲田農場で研修、平成16年ハウス水耕栽培
の施設を整備。平成17年から青ネギの水耕栽培に取
り組む農業青年です。
　グループ内で引退する農業者の施設の引き受けな
ど規模拡大を図り、現在は水耕栽培施設1.8ｈａの経
営をされています。
　また、地域の農地を守るため10ｈａの水稲経営、
露地野菜にも取り組まれています。
　平成25年からクリーンカルチャーグループ会長、
ＪＡ広島北部野菜部会副会長を務めておられます。

　市内の現状は、24の農業生産法人、23の営農組合
があります。３ｈａ以上の担い手は79人となってい
ます。
　これからも市内の現状を把握しつつ、調査研究を
し、施策に反映できるよう委員会として努めます。

　平成26年３月国土交通省と安芸高田市が「道の駅」の設置に関する協定書を締結した。
　現在人に優しい「ノーバック駐車」や「地域防災の充実に強化」等の機能を持った「道
の駅」として検討を進めており、当初の予定より遅れているとの報告を受けた。

現地調査風景

青ネギ水耕栽培施設

安芸高田市の農業の課題

道の駅の進捗状況と今後の計画は

担い手の農業経営の現状は
現地調査
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一般
質問

14人が

市政を問う

一問一答

下
岡　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
一
般

市
民
に
使
用
可
能
に

な
っ
て
10
年
。
中
心
部

か
ら
離
れ
た
集
会
所
や

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
未
設
置
も
あ
る
が
、

設
置
の
検
討
は
。

市
長　

本
市
は
広
大
な

面
積
を
抱
え
て
い
る
た

め
困
難
で
あ
る
。

下
岡　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効

活
用
策
は
。

市
長　

貸
し
出
し
は
あ

る
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
過
信

せ
ず
市
民
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
。

下
岡　

中
山
間
地
域
の

救
命
率
の
向
上
に
、

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン

ダ
―
制
度
（
消
防
機
関

か
ら
十
分
な
訓
練
を
受

け
た
市
民
が
応
急
手
当

を
行
う
体
制
）
の
導
入

は
。

市
長　

メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
あ
わ
せ
て

研
究
し
た
い
。

下
岡　

本
市
の
若
年
女

性
の
流
出
の
実
態
と
施

策
は
。

市
長　

若
年
女
性
の
減

少
率
が
大
き
い
「
雇
用

の
創
出
」「
地
域
経
済

の
活
性
化
」も
重
要
で
、

行
政
だ
け
で
な
く
官
民

の
有
識
を
結
集
し
て
総

合
的
視
点
か
ら
今
後
の

政
策
を
検
討
す
る
。

下岡多美枝
（無所属）

公共施設等に設置されているＡＥＤ

ＡＥＤ
市
長
／
本
市
は
広
大
な
面
積
を

抱
え
て
い
る
の
で
困
難

中
心
部
か
ら
離
れ
た
場
所
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
の
検
討
は
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一般
質問

宍
戸　

高
齢
者
が
多
い

中
、
財
産
等
の
相
続
・

贈
与
等
に
関
し
て
、
具

体
的
に
相
談
を
受
け
る

仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
相

談
を
受
け
、
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
が
、
高
齢
者
の
方

の
身
近
な
総
合
相
談
窓

口
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
る
。

宍
戸　

市
民
主
権
の
自

治
を
進
め
る
た
め
に
、

自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

基
本
条
例
の
制

定
は
、
最
高
規
範
と
も

な
る
べ
き
条
例
で
、
慎

重
に
対
処
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

宍
戸　

食
生
活
改
善
の

た
め
の
活
動
拠
点
の
整

備
を
強
く
望
ま
れ
て
い

る
が
。

市
長　

活
動
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
、
引
き
続

き
早
い
時
期
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

財産相続の相談を
受ける仕組みは
市長／高齢者支援センターでの
　　  窓口を検討

高
齢
者
対
策

財産相続など対策は早めに！

宍戸 邦夫
（無所属）

熊
高　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
現
状
は
。

市
長　

利
用
に
つ
い
て

の
啓
発
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
利
便
性
拡
大

を
要
望
し
て
い
く
。

熊
高　

安
芸
高
田
市
総

合
計
画
へ
、
経
済
が
地

域
内
で
循
環
す
る
視
点

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

計
画
策
定
の
大

も
と
と
な
る
課
題
に
大

き
く
関
わ
り
が
あ
り
、

計
画
の
中
で
示
し
て
行

き
た
い
。

熊
高　

地
籍
調
査
の
現

状
は
。

市
長　

69
・
2
％
が
完

了
し
て
い
る
。
調
査
地

区
の
選
定
見
直
し
も
行

い
な
が
ら
、
早
期
完
了

を
目
指
す
。

熊
高　

道
徳
教
育
に
対

し
具
体
的
に
ど
う
取
り

組
む
か
。

教
育
長　

文
科
省
が
全

面
改
定
し
た
「
わ
た
し

た
ち
の
道
徳
」
を
活
用

し
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
独
自
に

現
在
編
集
し
て
い
る
副

読
本
を
活
用
し
、
地
域

に
愛
着
と
誇
り
が
持
て

る
心
を
養
い
、
さ
ら
に

道
徳
心
を
伸
ば
し
て
い

き
た
い
。

熊高 昌三
（無所属）

ドクターヘリと救急車の連携による搬送訓練

ドクターヘリ
市
長
／
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
は

　
　
　

16
件

利
活
用
の
現
状
は
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一般
質問

久
保　

河
川
敷
が
シ
カ

の
す
み
か
に
な
っ
て
い

る
。
市
の
管
理
で
は
な

い
が
、
草
刈
り
等
管
理

が
現
状
で
足
り
て
い
る

か
。

市
長　

近
年
江
の
川
河

川
敷
が
シ
カ
等
の
す
み

か
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
堤

防
は
、
国
交
省
が
年
２

回
、
市
道
兼
用
堤
防
は

市
が
年
２
回
除
草
作
業

を
実
施
。
治
水
を
目
的

と
し
、
有
害
鳥
獣
対
策

を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
い
。

久
保　

草
刈
り
作
業
に

つ
い
て
、
地
域
が
作
業

協
力
し
た
時
、
草
の
処

分
等
に
協
力
依
頼
は
で

き
な
い
か
。

市
長　

国
交
省
の
除
草

作
業
と
合
え
ば
、
処
分

に
つ
い
て
対
応
の
余
地

は
あ
る
。
作
業
時
期
に

関
係
な
く
処
分
に
協
力

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

国
交
省
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

有害鳥獣対策
市
長
／
処
分
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

　
　
　

  
国
交
省
に
要
望
し
て
い
き
た
い

シ
カ
の
す
み
か
に
な
っ
て

い
る
河
川
敷
の
草
管
理
は

先
川　

急
激
な
人
口
減

少
が
進
行
す
る
中
、
そ

の
対
策
と
し
て
の
企
業

立
地
の
推
進
状
況
は
。

市
長　

平
成
19
年
企
業

立
地
奨
励
条
例
を
制
定

し
、
そ
の
適
用
を
受
け

た
企
業
は
４
社
で
あ

る
。
今
後
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
済
等
本
市

の
優
位
性
を
さ
ら
に
Ｐ

Ｒ
し
、
ま
た
「
ふ
る
さ

と
応
援
の
会
」
の
人
脈

等
を
活
用
し
、
さ
ら
な

る
推
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
現
在
操
業
し

て
い
る
企
業
に
つ
い
て

も
存
続
で
き
る
よ
う
、

税
制
面
等
の
改
善
策
も

検
討
す
る
。

先
川　

最
重
点
課
題
で

あ
る
空
き
家
対
策
は
。

市
長　

現
在
空
き
家
は

約
２
３
０
０
戸
あ
る
。

今
年
度
は
新
た
に
「
空

き
家
対
策
専
門
員
」
を

配
置
し
、
所
有
者
の
意

向
を
密
に
確
認
し
、
空

き
家
を
活
用
し
た
定
住

促
進
を
推
進
し
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

対策としての企業立地は
市長／ふるさと応援の会の
　　　人脈など活用

人
口
減
少

20 年後の人口構成

先川 和幸
（無所属）

久保 慶子
（無所属）

シカのすみかになっている河川敷
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一般
質問

水
戸　

国
道
433
号
線
桑

田
北
広
島
町
間
の
改
良

促
進
計
画
に
つ
い
て
県

内
陸
部
振
興
対
策
協
議

会
の
要
望
事
項
と
さ
れ

た
い
が
所
信
は
。

市
長　

現
在
、
県
の
改

良
計
画
は
な
い
が
、
北

広
島
町
と
も
協
議
・
検

討
の
上
連
携
し
て
改
良

促
進
の
要
望
を
行
う
。

水
戸　

新
総
合
計
画
策

定
に
当
り
、
そ
の
根
幹

と
な
る
過
去
の
成
果
と

課
題
・
地
域
計
画
の
達

成
率
・
市
民
満
足
度
等

の
検
証
整
理
に
立
脚
し

た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

が
不
可
欠
で
あ
る
が
所

信
は
。

市
長　

成
果
と
課
題
の

整
理
は
総
合
計
画
策
定

作
業
と
並
行
し
て
進
め

る
。
評
価
指
数
と
し
て

は
事
務
事
業
評
価
で
捉

え
る
。
反
省
を
踏
ま
え

今
後
と
も
自
助
・
共
助

を
育
む
と
共
に
民
間
活

力
に
期
待
す
る
。

水
戸　

保
育
所
再
編
計

画
の
進
捗
状
況
、
ま
た

閉
所
予
定
の
市
立
ひ
ま

わ
り
保
育
所
の
積
極
的

有
効
利
活
用
策
は
。

市
長　

統
合
に
関
わ
る

諸
課
題
や
施
設
改
修
案

等
を
保
護
者
会
と
と
も

に
協
議
し
て
い
る
。
ひ

ま
わ
り
保
育
所
の
活
用

は
総
合
的
に
検
討
す
る
。国道 433 号線の現状

秋
田　

水
道
事
業
に
つ

い
て
28
年
度
末
に
統
合

が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
未
給
水
区
域
の
解

消
、
連
絡
管
工
事
等
の

今
後
の
見
解
は
。

市
長　

未
給
水
区
で
は

水
源
の
調
査
、
水
量
の

確
保
に
努
め
る
。
安
定

的
な
水
の
供
給
を
目
的

に
連
絡
管
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後

は
、
簡
易
水
道
事
業
の

統
合
に
よ
る
経
営
健
全

化
を
図
り
、
市
内
各
給

水
区
間
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

秋
田　

人
口
減
に
よ
る

財
政
運
営
の
影
響
は
、

財
源
の
構
造
的
な
縮
小

と
な
り
今
後
の
政
策
縮

減
に
繋
が
る
と
考
え
る

が
。

市
長　

今
後
の
収
支
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
予
想

か
ら
、
改
善
方
策
が
必

要
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
に
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
を
策
定

し
、
そ
の
確
実
な
実
行

に
よ
り
、
人
口
減
少
に

も
対
応
で
き
る
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
指
し
た

い
。

統合に向けての課題解決は

市長／各給水区間の整備を検討

水
道
事
業

吉田から美土里・高宮への給水のため設置された
横田中継ポンプ所（26 年 3 月完成）

国　道
市
長
／
改
良
要
望
を
行
う

一
般
国
道
４
３
３
改
良
促
進

秋田 雅朝
（政友会）

水戸 眞悟
（絆）
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一般
質問

大
下　

北
部
分
駐
所
は

昼
間
の
み
の
運
営
を
さ

れ
て
い
る
が
、
夜
間
は

時
間
が
か
か
る
の
で
不

安
だ
と
の
声
の
中
、
人

命
第
一
の
考
え
で
24
時

間
の
運
用
は
で
き
な
い

か
。

市
長　

人
命
と
い
う
の

は
大
事
だ
が
、
救
急
搬

送
を
ど
う
い
う
状
況
で

呼
ん
で
い
る
の
か
、
タ

ク
シ
ー
が
わ
り
な
の

か
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
を

分
析
し
な
が
ら
、
状
況

に
よ
っ
て
は
ま
た
方
向

性
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　

地
域
の
安
全
は
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
、
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
き
た
い
。望まれる北部分駐所の 24 時間対応

藤
井　

特
別
監
査
報
告

の
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
。

市
長　

委
託
契
約
事
務

手
続
き
の
説
明
責
任
を

果
た
す
観
点
か
ら
お
願

い
し
た
が
、
結
果
に
つ

い
て
は
真
摯
に
受
け
止

め
る
。

藤
井　

23
年
度
以
降
の

精
算
行
為
は
行
わ
れ
る

の
か
。

福
祉
保
健
部
長　

委
託

料
の
精
算
は
契
約
書
通

り
整
理
す
る
。

藤
井　

行
政
の
指
導
・

監
督
が
怠
慢
で
な
か
っ

た
か
、
そ
の
責
任
・
処

分
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
か
。

総
務
部
長　

実
務
的
な

事
務
の
欠
落
が
見
ら
れ

た
こ
と
も
事
実
。責
任
・

処
分
に
つ
い
て
は
職
員

の
懲
戒
処
分
等
の
指
針

に
基
づ
き
検
討
し
て
い

く
。
市
長
に
つ
い
て
は

自
ら
決
め
ら
れ
る
べ
き

内
容
で
あ
る
と
思
う
。

北部分駐所の充実について

市長／地域の安全は考えていく

救
急
搬
送

特別監査が行われた行政の委託契約事務

特別監査の結果出る
総
務
部
長
／
結
果
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

市
長
は
自
ら
の
判
断
、
一
般
職
は
分
限
処
分

特
別
監
査
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
る

市
長
・
管
理
職
の
責
任
は
、処
分
は

大下 正幸
（あきの会）

藤井 昌之
（無所属）
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一般
質問

前
重�

こ
れ
ま
で
の
成

果
及
び
評
価
は
。

教
育
長　

サ
ッ
カ
ー
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
等
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
が
旧
町
単
位
で

あ
っ
た
も
の
が
、
全
市

的
規
模
に
推
進
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

前
重　

今
後
、
こ
の
計

画
の
見
直
し
は
。

教
育
長�

８
月
に
広
島

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

策
定
予
定
で
、
県
の
動

向
、
市
総
合
計
画
等
を

踏
ま
え
、
実
効
性
の
あ

る
計
画
に
仕
上
げ
ま

た
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
、

理
念
と
い
う
も
の
を
考

慮
し
見
直
し
を
進
め
て

い
き
た
い
。

前
重�

今
後
の
位
置
づ

け
は
。

教
育
長�

ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
等
を
、
教
育
振

興
基
本
計
画
に
盛
り
込

む
。

見直しが進む市スポーツ振興計画

青
原　

地
域
間
格
差
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
。

市
長　

合
併
す
る
に
あ

た
り
、
６
町
の
速
や
か

な
一
体
化
を
推
進
す
る

た
め
、
吉
田
町
を
「
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
位
置
付
け
、
周
辺
の

地
域
と
を
お
太
助
ワ
ゴ

ン
等
で
結
び
、
生
活
の

利
便
性
や
快
適
性
の
確

保
を
図
っ
て
き
た
。
上

下
水
道
や
住
宅
等
、
生

活
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
地
域
間
格
差
の

是
正
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

スポーツ振興計画、今後は
教育長／まずは、安芸高田市教

育振興基本計画を策定

計　

画

整備計画が凍結されている八千代支所

青原 敏治
（あきの会）

前重 昌敬
（絆）

地域間格差
市
長
／
一
体
化
の
推
進

旧
町
単
位
で
の
格
差
は
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一般
質問

金
行　

今
年
度
よ
り
合

併
特
例
加
算
の
減
額
が

始
ま
り
、
財
政
健
全
化

対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
。

市
長　

財
政
推
計
で
は

今
年
度
は
３
億
２
千
万

円
、
来
年
度
約
９
億
６

千
万
円
の
減
額
あ
り
。

行
政
改
革
推
進
実
施
計

画
を
推
進
し
更
な
る
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し

実
行
し
ス
リ
ム
化
を

図
っ
て
い
く
。

金
行　

地
方
自
治
の
役

割
で
あ
る
、
団
体
自
治

の
組
織
運
営
の
具
体
的

計
画
が
必
要
。
た
と
え

ば
生
活
基
盤
、
山
林
計

画
、
企
業
誘
致
な
ど
考

え
る
が
。

市
長　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン

と
な
る
第
２
次
安
芸
高

田
市
総
合
計
画
を
策
定

中
で
あ
り
、
生
活
基
盤

や
企
業
誘
致
、
山
林
計

画
等
も
総
合
計
画
の
中

に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

合併 10 年
市
長
／
新
た
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

　
　
　

第
２
次
総
合
計
画
を

合
併
10
年
を
迎
え
て
課
題
は

金行 哲昭
（政友会）

石
飛　

市
街
地
の
集
積

を
維
持
し
な
い
と
、
公

共
施
設
整
備
の
維
持
に

支
障
が
出
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
対
応
は
。

市
長　

効
率
的
な
行
政

を
遂
行
す
る
た
め
、
集

中
し
た
居
住
と
機
能
の

集
約
等
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
が
不
可
欠
。

石
飛　

住
民
に
即
応
し

た
歩
行
者
の
利
便
、
安

全
確
保
の
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
。

市
長　

多
大
な
投
資
が

必
要
と
な
る
。

石
飛　

社
会
整
備
交
付

金
は
、
住
民
が
喜
ぶ
使

途
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

安
住
に
配
慮
し

た
事
業
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
広
域
連
携
に
つ
い
て

○
公
共
資
産
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
利
用
促
進

に
つ
い
て

生活者重視の道づくりは
市長／利便・安全性を確保した
　　　都市環境づくりを目指す

生
活
イ
ン
フ
ラ石飛 慶久

（無所属）

歩道のある道

合併 10 年今後の課題は
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一般
質問

玉
重　

近
年
、
早
期
退

職
者
が
増
加
し
て
い
る

が
。

市
長　

こ
こ
５
年
間

で
、
定
年
退
職
者
55
人

に
対
し
て
、
早
期
退
職

者
が
52
人
で
あ
り
、
割

合
が
高
い
と
認
識
し
て

い
る
。
親
や
家
族
の
介

護
、
次
に
や
り
た
い
こ

と
へ
の
挑
戦
等
、
極
め

て
個
人
的
理
由
で
や
む

な
く
承
認
し
て
き
た
。

玉
重　

早
期
退
職
者
の

約
半
数
が
管
理
職
の
方

で
、
一
番
力
が
つ
い
た

時
に
退
職
さ
れ
る
こ
と

は
、
市
に
と
っ
て
大
変

な
マ
イ
ナ
ス
と
考
え
る

が
。

市
長　

や
め
る
と
言
わ

れ
る
人
を
残
す
と
い
う

の
が
美
徳
で
は
な
い
。

市
民
の
方
々
に
も
や
め

る
者
を
残
さ
ん
で
え
え

と
言
う
方
も
た
く
さ
ん

お
ら
れ
、
や
る
気
の
な

い
者
を
無
理
や
り
残
し

て
も
、
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
。
た
だ
、
本
人
の
事

情
は
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
あ
げ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
安
芸
高
田
市
の
人
材

育
成
に
つ
い
て

職　員

市
長
／
極
め
て
個
人
的
理
由

で
や
む
な
く
承
認　

早
期
退
職
者
の
増
加
に
つ
い
て

人材育成の結果？

玉重 輝吉
（無所属）

インターネット議会中継開始！
（ユーストリーム配信）

【今後の予定】９月上旬～平成26年第3回定例会

【視聴方法】
市ホームページ

↓
市 　 議 　 会

↓
議 会 中 継

視聴者数 1,500人（平成26年7月7日現在）

※お太助フォンでは見られません。

ケータイやタブレット端末
でも視聴できます。
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政務活動費

２５年度　政務活動費
１５人が活用　２９２万円支出

（５３７万円交付　245 万円返還）

政務活動費収支実績報告（議員合計額）
項　　　　目 金額 ( 円 ) 内　容

収入（交付金） 5,370,000
1 人月額 3 万円（年間
交付上限 36 万円）が交
付されます。
超えた政務活動費は自己
負担

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

調査研究費 102,788
議員が行う市の事務、地
方行財政等に関する調査
研究及び調査委託に関す
る経費

研修費 2,211,967
議員が研修会を開催する
ために必要な経費及び団
体等が開催する研修会の
参加に要する経費

資料購入費 601,473
議員が行う活動に必要な
図書、資料等の購入に要
する経費

資料作成費 860 議員が行う活動に必要な
資料の作成に要する経費

広報費 0
議員が行う活動及び市政
について住民に報告する
ために要する経費

広聴費 0
議員が行う住民からの市
政及び議員の活動に対す
る要望、意見の聴取、住
民相談等の活動に要する
経費

要請・陳情
活動費 0 議員が要請及び陳情活動

を行うために必要な経費

会議費 0
議員が行う各種会議、団
体等が開催する意見交換
会等各種会議への議員の
参加に要する経費

合計 2,917,088

残余額
（返還額） 2,452,912 残余金は返還しなけれ

ばなりません

個人ごとの政務活動費支出額
議員氏名 支出額

１ 玉重 輝吉 申請なし
２ 玉井 直子 360,000
３ 久保 慶子 360,000
４ 下岡 多美枝 119,000
５ 前重 昌敬 313,038
６ 石飛 慶久 申請なし
７ 児玉 史則 0
８ 大下 正幸 37,800
９ 水戸 眞悟 88,205
10 先川 和幸 82,589
11 熊高 昌三 145,196
12 宍戸 邦夫 申請なし
13 山本 　優 297,753
14 秋田 雅朝 240,756
15 藤井 昌之 304,555
16 青原 敏治 122,814
17 金行 哲昭 253,640
18 塚本 　近 191,742

合　計 2,917,088

ホームページをご覧下さい。政務活動費を使用した視察や研修などの報告書を掲載しています。

残余金
46％

研修費
41％

調査研究費 2％ 【主な支出割合】

資料購入費　11％
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議会トピックス

安芸高田市議会議員研修会開催
議会は変わる！

平成26年６月4日(水)
13：30～

安芸高田市議会
第1委員会室

演　題　「議会基本条例について」
講　師　山口県防府市議会議会改革推進協議会

会　長　田 中  健 次 氏

　研修目的

　議会の一層の活性化を目指し議会改革・
改善を行うための一つとして、議会基本条
例の制定を目指す中で、議員一人ひとりの
意思統一を図る必要があるとの考えから、
先進事例を研究する。

○全国市議会議長会表彰　金　行　哲　昭
○中国市議会議長会表彰　塚　本　　　近　　熊　高　昌　三　　秋　田　雅　朝

全国・中国市議会議長会 議員表彰

研修成果
　議会基本条例制定の経過とその役割について説明を受け、住民自治の根幹を
なし住民の意思を代表する機関として、議会の重要性を再認識するとともに、
議会の役割を明確にした基本条例の必要性について、議員一人ひとり改めて確
認することができた。
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議会のうごき

月 日 曜日 会議等の名称 会議の主な要旨

４

09･15･21 議会広報特別委員会 議会だより第41号の編集・校正

15・21 議会運営委員会 議会基本条例、議会報告会について

21 月 全員協議会 26年度議会報告会について

５

15 木 議会運営委員会 26年第2回定例会の運営、議会基本条例

19 月 総務企画常任委員会 所管部局の事務分掌等の調査

20 火 全員協議会 議員研修会の実施、26年度議会報告会

20 火 文教厚生常任委員会 所管部局の事務分掌等の調査

27 火 産業建設常任委員会 所管部局の事務分掌等の調査

６

4 水 全員協議会（議員研修会） 議会改革に関する研修会

6 金 議会運営委員会 26年第2回定例会の運営、議会基本条例

13 金 第２回定例会（開会） 議案の上程、委員会付託

17～18 第２回定例会（一般質問） 質問者14人

19 木 全員協議会 26年度議会報告会、議員研修まとめ

20 金 文教厚生常任委員会 付託議案の審査、陳情等審査、市長報告

23 月 総務企画常任委員会 付託議案の審査、市長報告

24 火 産業建設常任委員会 所管事務調査（現地調査）、市長報告

26 木 議会運営委員会 26年第2回定例会の運営、議会基本条例

27 金 第２回定例会（閉会） 委員長報告、議案の採決

■26第3回定例会は9月に開催を予定しています。
※詳細は、お太助フォンや市のホームページ、通知公報でお知らせいたします。

26年4月～6月の議会の活動状況議会のうごき

芸北広域きれいセンターからのお知らせ　℡ 0826-72-6595
きれいセンターは、毎月第１日曜日（5月と1月を除く）を開場しています。
（一般家庭に限ります。会社や商店のごみは、持ち込みできません。）

時間は、通常と同じ 
午前9～12時
午後1～4時までです

平成26年 平成27年

開場する
日曜日

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
7 日 5 日 2 日 7 日 × 1 日 １日
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安
芸
高
田
市
が
発
足
し
て
10
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
を
振

り
返
っ
て
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
社
会
、
消

費
税
増
税
、激
変
す
る
国
際
情
勢
と
、

日
本
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し
く
な

る
一
方
で
す
。
そ
ん
な
中
、
市
の
将

来
像
で
あ
る「
人
輝
く
　
安
芸
高
田
」

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　
ど
ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
も
、
皆

様
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
光
景
が
市
全

体
で
見
ら
れ
る
事
が
、「
人
輝
く
」

と
捉
え
、
議
会
と
し
て
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
様
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
報
告
を
届
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

（
玉
重 

輝
吉
）

〈
発
行
責
任
者
〉

 

議
　
　
長
　
塚
本
　
　
近 

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

 

委
員
長
　
石
飛
　
慶
久 

 

副
委
員
長
　
宍
戸
　
邦
夫 

 

委
　
　
員
　
玉
重
　
輝
吉 

 

玉
井
　
直
子 

 

久
保
　
慶
子

 

前
重
　
昌
敬

竹原地区地域住民交流会（6月14日） 佐々井ホタルまつり（6月14日）

やすらぎ（7月10日～31日）

第8回たんぽぽ祭（6月29日）

歌声でつながる地域の和

ホタルかご作りで
　　つながる世代間交流

地域で盛り上げる

地域とのふれあい

五穀豊穣 書作展

結成7年！和気あいあいと練習
船木ゆめコーラス

今年も賑わう 大土山田楽大花田植（6月1日）


